
２－3期校友会自主学習と忘年会 

 

１２月１２日（金）２－３期校友会では、自主学習活動の一つとして、鴻巣市にある「埼玉県防災学習センター」にて 

過去の大地震の体験や防災に関する体験学習（１．５時間）と講義（１時間）が開催されました。 

参加者（３２名）は、防災センター職員の小川さんからビ

デオを見ながら詳細の説明を受けました。 

映像を通して、地震発生のメカニズムや地震災害・対策

について説明して頂いた小川さん 

 

「地震体験」 

地震体験マシンには５～６名に分けたグループ単位で

乗り、今までに体験したことのない最大震度７の揺れを

体験しました。（必死に手すりに掴まっていなければ立っ

ていられない揺れでした。） 

「煙体験」 

 

その後、煙体験室で火災時の避難の仕方を教えて頂き

ました。 

火災時の煙の恐ろしさを体験しましたが、グループ単位

で入ったにも関わらず、仲間を置き去りにして出てきて

しまったグループもあり、小川さんからご指導（注意）を

頂きました！！ 

  



「暴風体験」 

引き続いて、暴風雨体験室に入り、冬場ということで、 

雨はありませんでしたが、風速３０ｍの体験室に入り、

台風の迫力を感じました。 

正面を向いて

いる人、顔を

伏せている人

など、それぞ

れの対し方で

３０ｍ/秒の暴

風に対処して

いました。 

「消火体験」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練用の消火器を使用し、火災発生時の対応の仕方を

体験しました。 

火が出た時に「火事だ！」と叫ばない人、消火器の噴射

先が火を向いていない人、など訓練でもうまく行動できな

い場合もあり、訓練を積み重ねる必要性を感じました。 

 

 

「防災ミニシアター」 

 

災害ドキュメンタリー映像など約２０分間の視聴で 

災害発生直後は、公助は期待できず、自助、共助が重要

なことを再認識しました。 

 

 

 

 

  



防災に関する講義 

「出来ていますか？地震への備え」というテーマで防災学習 

センターの江森マネージャーから約１時間、３階の研修室で

講義を受けました。 

 

講義では、 

１、日本は世界有数の地震国 

地震の発生理由、埼玉県が想定する地震、 

２、地震が起きたらどうするか？ 

３、地震発生に備えて 

４、災害対策は地域のみんなで 

５、防災学習センターで学習を 

などの話があり、最後に 

・備えあれば憂いなし 

・生き延びるための対策を最優先 

（地震より怖いのは「自分だけは大丈夫」という自信） と 

江森マネージャーは締められたが、これを肝に銘じておきたいと思いました。 

 

  



忘年会 

学習センターでの体験学習、講義受講した後、行田市棚田の「割烹いこい」に席を写し、２－３期校友会忘年会を開

催しました。 

 

磯田校友会会長の開会挨拶 

 

 

大澤副会長の乾杯の音頭 

 

 

 

 

  



南京玉すだれクラブによる演技 

 

⇐ 「阿弥陀様」 

 

 

        見事完成した 「レインボーブリッジ」 ⇒ 

 

 

「麦畑」の音楽に合わせた演技 

「も少し こっちゃさ 来い・・・」息の合ったカップルを演出 

 

                 「ハート」が完成！！ 

 

カラオケによるのど自慢？ 

  



 

      Y さんと N さんによるデュエット   鎌倉大仏？？が唄う（ちょっと似てないかな）ｺﾞﾒﾝﾅｻｲ 

 

最後は 高橋企画委員長による「熊谷締め」でお開きとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の自主学習会による防災に係わる体験学習は貴重な体験となりました。江森マネージャーの講義で聞いた 

・備えあれば憂いなし 

・生き延びるための対策を最優先 

（地震より怖いのは「自分だけは大丈夫」という自信） 

を皆さんも実践して、日頃からの防災を心掛けて頂きたいと思います。 

また、忘年会ではみなさんと楽しい時間が過ごせました。高橋企画委員長はじめ校友会理事の皆さま、お世話にな

りました。 

        （記： ふる伝 加藤 治朗） 


